
調査期間： 2015.07.30～08.02
調査方法： リビング新聞公式ウェブサイト「リビングＷｅｂ」にてWEBアンケート
集計数 ： 女性711人 平均年齢：44.40歳

女性（2015年/全国）
「自転車についてのアンケート」

「自転車についてのアンケート」まとめ「自転車についてのアンケート」まとめ

今年６月に改正道路交通法が施行され、自転車の交通違反取り締まりが強化。自転車の交通マナーに注目
が集まる中、全国の女性を対象に自転車事情について調査した。世帯の自転車の平均所有台数は1.8台。普通が集まる中、全国の女性を対象に自転車事情について調査した。世帯の自転車の平均所有台数は1.8台。普通
自転車が大半で、電動アシスト自転車の利用は10％台。自転車を利用しない人も２割強いるが、利用者は主に
買い物などで日常的に乗っている。

自転車の交通ルールについては、「理解している」「まあ理解している」が各世代70％前後だが、40代は60％自転車の交通ルールについては、「理解している」「まあ理解している」が各世代70％前後だが、40代は60％
弱とやや自信ない人が多かった。自転車の交通ルールを学ぶ機会があれば、参加したい人が７割強と意欲的
だ。参加したくない理由として「行くのが面倒」「子どもが小さくて行けない」などの声があり、冊子やインターネット
などで気軽に学べる機会へのニーズもあった。

改正道路交通法について、「よく知っている」人は20代以下では約20％だが、年代が上がるにつれ増え、60代
以上で約半数。自転車の交通ルール15項目について認知度を調べると、認知度が高いのは「夜間の無灯火運
転の禁止」94.4％、「携帯電話を使用しながらの運転の禁止」94.1％、「酒気帯び運転の禁止」93.1％、「踏切の
遮断中の踏切内への侵入禁止」93.0％など。一方、「他の自転車との並進禁止」64.4％、「一時停止標識に従う」遮断中の踏切内への侵入禁止」93.0％など。一方、「他の自転車との並進禁止」64.4％、「一時停止標識に従う」
67.5％、「自転車は車道の左側にある路側帯を通行する」67.7％などは認知度が低めだった。

自転車にひやっとした経験がある人は75.0％と多数。傘差しやスマホ持ち運転、曲がり角などでスピードを落と
さない自転車、路駐の車を除けて車道へ飛び出してくる自転車などに危険を感じたケースが目立った。また、高さない自転車、路駐の車を除けて車道へ飛び出してくる自転車などに危険を感じたケースが目立った。また、高
校生以下の子供がいる人の7割強が、自分の子供の自転車運転に心配や不安を感じている。

自転車事故に対する保障付きの保険に、家族が誰も入っていない人が約6割で、そのうち今後加入したいと
思っている人が6割弱。加入している人の5割弱が傷害保険に付帯する個人賠償責任保険を利用している。
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調査方法： リビング新聞公式ウェブサイト「リビングＷｅｂ」にてWEBアンケート
集計数 ： 女性711人 平均年齢：44.40歳

女性（2015年/全国）
「自転車についてのアンケート」

「自転車についてのアンケート」「自転車についてのアンケート」
回答者プロフィール

年齢

20代以下

7.0%
30代

28.6%

50代

21.2%

60代以上

9.6%
専業主婦

39.7%

パート・ア

ルバイト

そのほか

4.9%

働き方 独身

21.9%

既婚

未既婚

【居住地】

28.6%

40代

33.6%

21.2%

ｎ=711

39.7%

フルタイム

ワーク

25.3%

4.9%

ｎ=711

78.1% ｎ=711

No. カテゴリー名 ｎ %
23 愛知県　 38 5.3
24 三重県　 1 0.1
25 滋賀県　 3 0.4【居住地】フルタイム

ワーク

30.1%

大学・社会
末子年齢

25 滋賀県　 3 0.4
26 京都府　 12 1.7

No. カテゴリー名 ｎ % 27 大阪府　 104 14.6
1 北海道　 8 1.1 28 兵庫県　 75 10.5
2 青森県　 2 0.3 29 奈良県　 3 0.4
3 岩手県　 1 0.1 30 和歌山県　 2 0.3
4 宮城県　 7 1.0 31 鳥取県　 2 0.3
5 秋田県　 0 0.0 32 島根県　 0 0.0

未就学児

33.7%

小学校低高校生

大学・社会

人以上

38.2%

いない

38.4%

お子様の有無

5 秋田県　 0 0.0 32 島根県　 0 0.0
6 山形県　 0 0.0 33 岡山県　 11 1.5
7 福島県　 3 0.4 34 広島県　 7 1.0
8 茨城県　 4 0.6 35 山口県　 0 0.0
9 栃木県　 4 0.6 36 徳島県　 0 0.0

10 群馬県　 4 0.6 37 香川県　 4 0.6
11 埼玉県　 47 6.6 38 愛媛県　 9 1.3
12 千葉県　 61 8.6 39 高知県　 0 0.0
13 東京都　 143 20.1 40 福岡県　 20 2.8

小学校低

学年

8.0%

小学校高

学年

8.4%

中学生

5.6%

6.0%

ｎ=249

いる

61.6%

38.4%

ｎ=711

13 東京都　 143 20.1 40 福岡県　 20 2.8
14 神奈川県　 107 15.0 41 佐賀県　 0 0.0
15 新潟県　 2 0.3 42 長崎県　 0 0.0
16 富山県　 1 0.1 43 熊本県　 4 0.6
17 石川県　 3 0.4 44 大分県　 0 0.0
18 福井県　 2 0.3 45 宮崎県　 0 0.0
19 山梨県　 2 0.3 46 鹿児島県　 3 0.4
20 長野県　 0 0.0 47 沖縄県　 0 0.0
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20 長野県　 0 0.0 47 沖縄県　 0 0.0
21 岐阜県　 5 0.7 不明 0
22 静岡県　 7 1.0 全体 711 100.0



調査期間： 2015.07.30～08.02
調査方法： リビング新聞公式ウェブサイト「リビングＷｅｂ」にてWEBアンケート
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女性（2015年/全国）
「自転車についてのアンケート」

【設問一覧】

Ｑ１．あなたの家では、自転車（電動アシスト自転車を含む）を何台利用していますか？

Ｑ２．あなたの家にある自転車の種類をすべて教えてください。

Ｑ３．あなたは自転車を何に利用していますか。（複数選択可）Ｑ３．あなたは自転車を何に利用していますか。（複数選択可）

Ｑ４．あなたはどれくらいの頻度で自転車に乗っていますか？

Ｑ５．あなたは、自転車の交通ルールを理解していると思いますか？

Ｑ６．自転車の交通ルールを学ぶ機会があれば、参加したいと思いますか？

Ｑ７．今年６月に改正道路交通法が施行され、自転車の交通違反取り締まりが強化されました。

一定の危険行為をして、３年間に２回以上取り締まりを受けると自転車運転者講習の受講が義務付けられました。このことを、知っていましたか？

Ｑ８．自転車の交通ルールについて、知っていましたか？ （１５項目）

Ｑ９．自転車を運転しているとき、または他の自転車の運転で、ひやっとしたり、危険だと思ったことがありますか？

Ｑ１０．高校生以下のお子さんがいらっしゃる方にお聞きします。お子さんの、自転車の交通ルール・マナーについて、心配や不安はありますか？

Ｑ１１-１．あなたの家庭で、自転車事故に対する保障が付いた保険（個人賠償責任保険、傷害保険、ＴＳマーク付帯保険など）に入っている人は誰ですか？（複数選択可）

Ｑ１１-２．自転車事故に対する保障が付いた保険に家族が加入している方、その保険の種類を教えてください。（複数回答可）

Ｑ１１-３．自転車事故に対する保障が付いた保険に加入していない方、加入したいと思いますか？Ｑ１１-３．自転車事故に対する保障が付いた保険に加入していない方、加入したいと思いますか？

Ｑ１２．自転車の交通マナーについて、知りたいと思うことや、悩みがあれば教えてください。
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女性（2015年/全国）
「自転車についてのアンケート」

Ｑ１．あなたの家では、自転車（電動アシスト自転車を含む）を
何台利用していますか？

Ｑ２．あなたの家にある自転車の種類をすべて教えてください。

36.0 
30.5 

21.3
31.8

１台

何台利用していますか？
Ｑ２．あなたの家にある自転車の種類をすべて教えてください。

74.0 
61.1 74.979.5

72.1

普通⾃転⾞

22.0 
27.1 
27.2

31.8

20.5

47.1

２台

4.0 

8.0 

17.2 

4.9 

9.6

79.5

2.0

72.1

4.4

普通⾃転⾞（チャイルドシート１つ付き）
平均台数
全体 1.8 台
20代以下 1.4 台

14.0 
15.8 

20.1

20.5

17.9

27.9

３台

8.0 

4.0 

4.9 

7.9 

1.7

9.2
11.9

14.7

普通⾃転⾞（チャイルドシート２つ付き）

電動アシスト⾃転⾞

20代以下 1.4 台
30代 1.7 台
40代 2.0 台
50代 1.8 台
60代以上 1.4 台

4.0 
4.9 

7.5

17.9

8.6

10.3

４台

20代以下（ｎ＝50）
30代（ｎ＝203）
40代（ｎ＝239）

4.0 

4.0 

6.9 

3.4 

3.8
1.3

14.7

電動アシスト⾃転⾞（チャイルドシート１つ付き）
20代以下（ｎ＝50）
30代（ｎ＝203）
40代（ｎ＝239）
50代（ｎ＝151）

0.0 
3.4 

7.5

6.7

8.6
1.5

４台

５台以上

40代（ｎ＝239）
50代（ｎ＝151）
60代以上（ｎ＝68） 14.0 

3.4 

12.3 

2.1

12.613.9
13.2

電動アシスト⾃転⾞（チャイルドシート２つ付き）

スポーツ⾃転⾞

50代（ｎ＝151）
60代以上（ｎ＝68）

24.0 
18.2 

6.7

17.2

4.0
0.0

５台以上

持っていない

10.0 

12.0 

26.6 

16.3 

22.2

13.9

4.0

13.2

1.5
⼦ども⽤⾃転⾞
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17.2
17.2

13.2

持っていない

(%)

12.0 16.3 
13.813.911.8

⾃転⾞を持っていない

(%)
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女性（2015年/全国）
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Ｑ３．あなたは自転車を何に利用していますか。（複数選択可） Ｑ４．あなたはどれくらいの頻度で自転車に乗っていますか？

28.0 
23.6 

22.2
25.8

通勤

Ｑ４．あなたはどれくらいの頻度で自転車に乗っていますか？

0.0 
1.5 

22.2

3.8

25.8

2.0

7.4

1.5

通勤

通学

20.4% ほぼ毎日
68.0 

12.0 

57.6 

18.2 

66.9

12.6

61.6
63.2

日常の買い物

⼦どもの送迎 20代以下（ｎ＝50）

28.8%

9.3%

20.4% ほぼ毎日

週に４、５回

週に２、３回

週に１回

２週間に１回

16.0 

18.2 

8.4 

12.6

7.9

2.0

5.3

0.0

5.9

⼦どもの送迎

サイクリング

20代以下（ｎ＝50）

30代（ｎ＝203）

40代（ｎ＝239）

50代（ｎ＝151）

60代以上（ｎ＝68）

12.9%

14.2%
9.0%

3.0%

2.4%
１カ月に１回

ほとんど乗らない

まったく乗らない

24.0 

4.0 

27.1 

6.9 

23.8
27.8

5.9

26.5
⾃転⾞は利⽤しない

60代以上（ｎ＝68）

4.0 
6.9 

3.8
5.3
7.4

その他

(%)
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女性（2015年/全国）
「自転車についてのアンケート」

Ｑ５．あなたは、自転車の交通ルールを理解していると思いますか？

16.0

15.3

54.0

53.2

10.0

16.3

16.0

8.9

4.0

6.4

20代以下（ｎ＝50）

30代（ｎ＝203）

13.8

18.5

46.0

54.3

25.9

13.2

12.1

11.3

2.1

2.6

40代（ｎ＝239）

50代（ｎ＝151）

11.8 58.8 17.6 10.3 1.560代以上（ｎ＝68）

理解している まあ理解している どちらともいえない あまり理解していない 理解していない

(%)

Ｑ６．自転車の交通ルールを学ぶ機会があれば、参加したいと思いますか？

参加したく

【参加したくない理由】※ＦＡより抜粋

・講習を受けたからと言って覚えられるとは思えないので。（43歳／兵庫県／既婚／専業主婦）
・結構、TVなどで学んだつもりなので（48歳／兵庫県／既婚／パート・アルバイトワーク）
・複数で実技等するのは苦手。（49歳／兵庫県／既婚／専業主婦）

参加したい

参加したく

ない

26.9%

・複数で実技等するのは苦手。（49歳／兵庫県／既婚／専業主婦）
・その場所に行くのがいやだ スマホや本などで自分で学べるなら参加したい（37歳／愛知県／既婚／パート・アルバイトワーク）
・めんどくさい。情報はテレビやネットで得ている。（41歳／神奈川県／既婚／専業主婦）
・良く理解していると思うし時間が取れないから。（51歳／東京都／独身／フルタイムワーク）
・自転車に乗る頻度が低い。でも、小学生の子どもには参加させたい。（40歳／千葉県／既婚／専業主婦）
・ルールはなんとなく理解してるので億劫に感じるから（46歳／愛知県／既婚／専業主婦）
・わざわざ行く時間が無いので、参加ではなく、冊子やインターネットのサイトで詳しく説明してほしい。（36歳／福岡県／既婚／フルタ参加したい

73.1%

・わざわざ行く時間が無いので、参加ではなく、冊子やインターネットのサイトで詳しく説明してほしい。（36歳／福岡県／既婚／フルタ
イムワーク）
・今現在、困ることはないし、必要に迫られていないのでつい面倒に思ってしまう（45歳／千葉県／既婚／パート・アルバイトワーク）
・あまり乗る機会がないので、今受講してもわすれそう。（35歳／福岡県／既婚／フルタイムワーク）
・子供が小さくてなかなか行けないから（28歳／千葉県／既婚／専業主婦）
・無料で子供連れでもいいのなら参加したい（32歳／千葉県／既婚／専業主婦）
・自転車のルールだけで、時間を取る事が難しいです。（51歳／東京都／独身／パート・アルバイトワーク）
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・自転車のルールだけで、時間を取る事が難しいです。（51歳／東京都／独身／パート・アルバイトワーク）
・時間がない。時間が惜しい。…冊子などで読めば済む内容なら、その冊子だけがほしい。（40歳／岡山県／既婚／パート・アルバイト
ワーク）
・自分自身は、車の免許もあり、交通ルールは、知っていると思っているから（43歳／広島県／既婚／専業主婦）
・時間的に余裕があれば参加したいが、現状では難しいのでインターネット配信などで交通ルールを学ぶ機会があればよいと思う。
（53歳／千葉県／既婚／パート・アルバイトワーク）
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調査方法： リビング新聞公式ウェブサイト「リビングＷｅｂ」にてWEBアンケート
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Ｑ７．今年６月に改正道路交通法が施行され、自転車の交通違反取り締まりが強化されました。Ｑ７．今年６月に改正道路交通法が施行され、自転車の交通違反取り締まりが強化されました。
一定の危険行為をして、３年間に２回以上取り締まりを受けると自転車運転者講習の受講が義務付けられました。
このことを、知っていましたか？
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よく知っている 聞いたことはあるが、内容はよく知らなかった 知らなかった

(%)
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調査期間： 2015.07.30～08.02
調査方法： リビング新聞公式ウェブサイト「リビングＷｅｂ」にてWEBアンケート
集計数 ： 女性711人 平均年齢：44.40歳

女性（2015年/全国）
「自転車についてのアンケート」

Ｑ８．自転車の交通ルールについて、知っていましたか？ （１５項目）

94.4

94.1

5.6

5.9

夜間の無灯火運転の禁止

携帯電話を使⽤しながらの運転の禁止

93.1

93.0

89.0

6.9

7.0

11.0

酒気帯び運転の禁止

踏切の遮断機が閉じようとしたり、警報機が鳴っている間は踏切に⼊ってはいけない

傘差し運転の禁止 89.0

88.6

86.8

11.0

11.4

13.2

傘差し運転の禁止

⾞道を通⾏する場合は、⾃転⾞は左側を通⾏しなければならない

ブレーキ不良（備えていない）⾃転⾞の運転は禁止

86.6

85.7

83.4

13.4

14.3

16.6

歩道で歩⾏者妨害をしてはならない

２⼈乗りの禁止（１６歳以上の運転者が幼児⽤座席に６歳未満の幼児を乗⾞させる場合を除く）

歩道は歩⾏者優先で、⾞道よりを徐⾏する 83.4

81.6

70.3

67.7

16.6

18.4

29.7

32.3

歩道は歩⾏者優先で、⾞道よりを徐⾏する

イヤホーン等使⽤運転の禁止

⾃転⾞も⾞と同様に、標識・表⽰に従わなければならない（⾃転⾞を除く補助標識がある場合を除く）

⾃転⾞が通⾏できる路側帯は、⾞道の左側にある路側帯に限られる。歩⾏者の通⾏を妨げないような速度と⽅法で進⾏する 67.7

67.5

64.4

32.3

32.5

35.6

⾃転⾞が通⾏できる路側帯は、⾞道の左側にある路側帯に限られる。歩⾏者の通⾏を妨げないような速度と⽅法で進⾏する

⼀時停止標識のあるところでは、必ず停まって安全確認する

他の⾃転⾞と並んで通⾏してはならない（「並進可」の標識がある道路を除く ※２台まで）
(%)
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知っていた 知らなかった
(%)



調査期間： 2015.07.30～08.02
調査方法： リビング新聞公式ウェブサイト「リビングＷｅｂ」にてWEBアンケート
集計数 ： 女性711人 平均年齢：44.40歳

女性（2015年/全国）
「自転車についてのアンケート」

Ｑ９．自転車を運転しているとき、または他の自転車の運転で、ひやっとしたり、危険だと思ったことがありますか？

ない
・駐車している車があるとき その車を車道の方へ廻って前へいくのが怖い（72歳／神奈川県／既婚／専業主婦）
・最近の自転車は速いので横を通るだけでも怖いが、信号を守らず、横断歩道につっこんでくる自転車には驚いた。（47歳／東京都／既婚／フルタイム
ワーク）
・こちらは車を運転中・・・自転車が歩道から車道の方へ急に移動して来たり、お年寄りが自転車をフラフラ運転している時、ヒヤッとする。（52歳／愛媛県

【ひやっとしたり、危険だと思ったこと】※ＦＡより抜粋

ある

75.0%

25.0%
・こちらは車を運転中・・・自転車が歩道から車道の方へ急に移動して来たり、お年寄りが自転車をフラフラ運転している時、ヒヤッとする。（52歳／愛媛県
／既婚／そのほか）
・老若男女、後方確認もせずに道路を横切るので、怖くてたまりません。 車の方がよけるだろうと、勝手に思い込んでいるとしか思えません！（39歳／千
葉県／既婚／専業主婦）
・路駐の車を避けて路上にはみ出してくる自転車。（45歳／鹿児島県／既婚／専業主婦）
・歩いている時、隙間にスピードをあげてつっこんでくる自転車。 （34歳／東京都／既婚／フルタイムワーク）
・狭い道からスピードをゆるめないまま出てくる自転車とぶつかりそうになることがよくある。 狭い道なのに、傘をさした自転車がむこうからやってきて、歩
行者をよけようとしないこともよくある。（47歳／大阪府／既婚／フルタイムワーク）
・こんでいる商店街などでベルをならしながら結構なスピードで走っているひとがいました。小さいこどもにとってはとても危険だと思いました（46歳／兵庫
県／既婚／専業主婦）
・高校生の通学時は周りを気にしないで、走るので狭い道はすごく危険（58歳／静岡県／既婚／パート・アルバイトワーク）
・信号と関係なく車が走行しているか確認もせず、車道を猛スピードで斜めに横切る自転車。（43歳／大阪府／独身／フルタイムワーク）
・正面から傘をさしながら自転車を運転してくる人が居て、すれ違いに傘が顔に当たりそうになったことです。（35歳／神奈川県／既婚／専業主婦）
・側道から飛び出してきた自転車とぶつかりそうになった。（41歳／兵庫県／独身／フルタイムワーク）・側道から飛び出してきた自転車とぶつかりそうになった。（41歳／兵庫県／独身／フルタイムワーク）
・向こうからきた自転車の人がスマホをしてて、こちらが止まってもまっすぐ突進してきたこと。（36歳／大阪府／既婚／パート・アルバイトワーク）
・夜に、対向してきた無灯火の自転車とぶつかりそうになった。（34歳／大阪府／既婚／フルタイムワーク）
・曲がり角から急にスピードを出した自転車が現れたとき（37歳／神奈川県／既婚／専業主婦）
・歩いていた時、音もなく猛スピードで、スレスレを追い越された！（52歳／東京都／既婚／パート・アルバイトワーク）
・スマホのながら運転で突進してきた高校生とぶつかりそうになりました。（40歳／愛知県／独身／フルタイムワーク）
・えらそうに歩道を走っている自転車にベルを鳴らされ、よけなければならないとき理不尽に思う（43歳／神奈川県／独身／フルタイムワーク）・えらそうに歩道を走っている自転車にベルを鳴らされ、よけなければならないとき理不尽に思う（43歳／神奈川県／独身／フルタイムワーク）
・曲がり角をスピード落とさず曲がってくる自転車があぶない（42歳／福岡県／既婚／フルタイムワーク）
・坂道をブレーキをかけずに下ってくる自転車。完全に車がこない「だろう」と思っていて危険です。（30歳／千葉県／既婚／フルタイムワーク）
・見通しの悪い曲がり角で急角度で入って来る自転車があり、ぶつかりそうになり危険を感じた（35歳／兵庫県／既婚／フルタイムワーク）
・青信号の横断歩道を歩行者が渡ろうとしているのに、車道の自転車が赤信号を猛スピードで走って行った。（40歳／神奈川県／独身／専業主婦）
・ゲームや携帯をしながら自転車に乗っている人がいる。 自転車に乗っている人だけでなく、歩行者も充分危険。歩行者のせいで自転車が危ないことが
たくさんある。自転車や車のせいにするのではなく、歩行者の指導もきちんとしてほしい。（26歳／大阪府／独身／パート・アルバイトワーク）たくさんある。自転車や車のせいにするのではなく、歩行者の指導もきちんとしてほしい。（26歳／大阪府／独身／パート・アルバイトワーク）
・高校生などがケータイを触りながらや音楽を聴きながら乗っているのでよく前を見ていないのでぶつかりそうになったことが多々あります（38歳／大阪
府／既婚／専業主婦）
・歩道を歩いていると その間をすり抜けるように 自転車がスピードを落とさないで走っていて怖かった！ せめてベルを鳴らすなりしないと 本当に危
険でした （62歳／東京都／既婚／専業主婦）
・交通ルールを守っていない自転車が多い。 無灯火で右側を走ってくる自転車と衝突しそうに（48歳／埼玉県／既婚／専業主婦）
・お年寄りの自転車が平気でぶつかってきた・・・そして謝罪もなかった・・・（47歳／東京都／独身／フルタイムワーク）
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・実際、先日雨の日に傘を片手でさしてヨロヨロ走っているおばあさんを避けて、自分がスリップしてこけて左足を現在骨折中なので（泣）大変な目に遭い
ました（泣）でも風でもよろけそうなおばあさんだったので、こけて怪我されたらと思って。こういう場合あのおばあさんが加害者になるのでは？とも思った
りしたが仕方ないです。骨折が治っても自転車に乗るの怖いです。（49歳／大阪府／既婚／フルタイムワーク）
・ 平気で友達と並行に並んでおしゃべりしなが自転車で通学している学生を多く見かけます。邪魔になるだけでなくとても危ないなといつも見ていてハラ
ハラします。（30歳／熊本県／既婚／専業主婦）



調査期間： 2015.07.30～08.02
調査方法： リビング新聞公式ウェブサイト「リビングＷｅｂ」にてWEBアンケート
集計数 ： 女性711人 平均年齢：44.40歳

女性（2015年/全国）
「自転車についてのアンケート」

Ｑ１０．高校生以下のお子さんがいらっしゃる方にお聞きします。
お子さんの、自転車の交通ルール・マナーについて、心配や不安はありますか？

あまりない

6.1%

ない

6.1%

ある

52.0%

どちらとも

いえない

14.9% 52.0%
少しある

20.9%

14.9%

ｎ=148

【心配や不安の内容】※ＦＡより抜粋

・自分で運転しはじめたら、ちゃんとあぶないときにブレーキをかけて とまれるか。冷静に判断できるか不安。（38歳／兵庫県／既婚／専業主婦）
・子供がどこまで理解してのっているのか不安です（46歳／兵庫県／既婚／専業主婦）・子供がどこまで理解してのっているのか不安です（46歳／兵庫県／既婚／専業主婦）
・１年生の子に自転車を教えているが、歩道は歩いている人優先とは教えても車道に出て乗るのもまた危ないと思うので怖い。交通ルールは細かく決められているので、簡単には覚えきれ
ないと思う。（33歳／千葉県／既婚／専業主婦）
・友達と一緒の時、無理な運転やふざけたりしないか？ 無理について行こうとスピードを出したり、道路を横断したり。 一人の時よりも心配が増える。（40歳／千葉県／既婚／専業主婦）
・一時停止など友達と一緒に行動している時に守れているかどうか。（38歳／埼玉県／既婚／パート・アルバイトワーク）
・ルールを守るように言っているが、気にして運転していないと思う 他人を怪我させたらどうしようという不安（44歳／兵庫県／既婚／フルタイムワーク）
・冊子などを読ませたり、注意するように言っているが 実際、一緒にいるわけでないので（44歳／東京都／既婚／専業主婦）・冊子などを読ませたり、注意するように言っているが 実際、一緒にいるわけでないので（44歳／東京都／既婚／専業主婦）
・朝の通学時間は自転車歩行者ともに多いと思うので、被害者、加害者側、どちらにもなりうる心配があります。（45歳／千葉県／既婚／パート・アルバイトワーク）
・飛び出し、スピードの出しすぎ、一時停止が出来ているか、など。（38歳／兵庫県／既婚／専業主婦）
・自転車の交通ルールについて、子供とじっくり話あったことがないので、ルールを理解できているのかどうか不安。（46歳／神奈川県／既婚／専業主婦）
・小学校低学年の子どもは十分に交通ルールを理解できているが不安なので。特に男の子は勢いよくこいで、わき道からの飛び出しを見かけるので。（48歳／神奈川県／既婚／専業主婦）
・罰せられる事をいっても軽く聞くだけ（50歳／東京都／既婚／パート・アルバイトワーク）
・私が正確に把握していないため、教えたことが合っているのか不安（38歳／神奈川県／既婚／専業主婦）
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・スピードを出しすぎていないか不安。前の自転車との車間距離をとっているか不安。（52歳／東京都／既婚／専業主婦）
・スピードに任せてそのまま突っ込んで走ってる。（53歳／神奈川県／既婚／パート・アルバイトワーク）



調査期間： 2015.07.30～08.02
調査方法： リビング新聞公式ウェブサイト「リビングＷｅｂ」にてWEBアンケート
集計数 ： 女性711人 平均年齢：44.40歳

女性（2015年/全国）
「自転車についてのアンケート」

Ｑ１１-１．あなたの家庭で、自転車事故に対する保障が付いた保険（個人賠償責任保険、傷害保険、ＴＳマーク付帯保険など）に
入っている人は誰ですか？（複数選択可）入っている人は誰ですか？（複数選択可）

22.2%

24.9%

夫

妻 24.9%

22.9%

4.2%

妻

⼦ども

その他

57.4%誰も⼊っていない

Ｑ１１-２．自転車事故に対する保障が付いた保険に家族が加入している方、その保険の種類を教えてください。（複数回答可）

46.9%個人賠償責任保険（傷害保険に付帯するもの）

ｎ=290

10.3%

21.4%

20.3%

個人賠償責任保険（火災保険に付帯するもの）

個人賠償責任保険（自動車保険に付帯するもの）

自転車向け保険 20.3%

14.8%

10.7%

自転車向け保険

TSマーク付帯保険

傷害保険

Copyright© 2015 LIVING KurashiHOW Institute All rights reserved. 

3.1%その他



調査期間： 2015.07.30～08.02
調査方法： リビング新聞公式ウェブサイト「リビングＷｅｂ」にてWEBアンケート
集計数 ： 女性711人 平均年齢：44.40歳

女性（2015年/全国）
「自転車についてのアンケート」

Ｑ１１-３．自転車事故に対する保障が付いた保険に加入していない方、加入したいと思いますか？Ｑ１１-３．自転車事故に対する保障が付いた保険に加入していない方、加入したいと思いますか？

加⼊したく

【加入したい理由】

・今は自転車を保有していないのですが、今後もし購入したら必ず加入します。 自分のためでもあるし、加害者になった時のためにも絶対に必要だと
思うから。 自転車に乗る以上、これは義務だと思います。徹底して欲しいです。（39歳／千葉県／既婚／専業主婦）
・最近事故の報道を聞く機会が多いから。（58歳／神奈川県／既婚／専業主婦）
・危ない運転をする人が多いので。特に学生が。（33歳／愛知県／既婚／フルタイムワーク）

加⼊したい

58.4%

加⼊したく

ない

41.6%

ｎ=353

・危ない運転をする人が多いので。特に学生が。（33歳／愛知県／既婚／フルタイムワーク）
・相手にケガをさせてしまったとき、普通の家計からでは支払えないと思う。（41歳／千葉県／既婚／パート・アルバイトワーク）
・気をつけていても、加害者にも被害者にもなりうるから。（43歳／愛知県／独身／フルタイムワーク）
・子どもの行動範囲が広がってきたから（40歳／香川県／既婚／パート・アルバイトワーク）
・特に子供が、歩行者に怪我をさせたりしないか心配なので。（42歳／埼玉県／既婚／専業主婦）
・接触事故で高額なお金を支払う事をしり、万が一のために（36歳／神奈川県／既婚／専業主婦）
・車持つ人が少なくなり、これからどんどん自転車使う人が増えると思うから。（27歳／神奈川県／既婚／専業主婦）

ｎ=353 ・気をつけていても巻き込まれたり加害者になりうる（42歳／福岡県／既婚／フルタイムワーク）
・子供が高校生までは家族で加入していましたが、大学生になり、自転車に乗る機会がなくなったので加入を止めましたが、大人の運転も危険なので、
加入した方が良いと思いました。（57歳／東京都／既婚／専業主婦）
・最近の損害賠償の金額をみているととても払える金額ではないから。（38歳／埼玉県／既婚／パート・アルバイトワーク）
・自転車の交通量が多く、危険（56歳／東京都／既婚／フルタイムワーク）
・子供が幼稚園に入り送迎の為利用する回数が増え危険を感じる事もある為必要かと感じている。（53歳／東京都／既婚／専業主婦）
・一人暮らしの子供が自転車に普段から乗っているが、保険に入るように言っていてもつい忘れるようなので、家族である私が代わりに契約してあげ・一人暮らしの子供が自転車に普段から乗っているが、保険に入るように言っていてもつい忘れるようなので、家族である私が代わりに契約してあげ
ようかと考えている。いろんな事故や保障の話を知ると怖いから。（50歳／兵庫県／既婚／専業主婦）
・子どもが乗るようになったら、何をするかわからないので。（39歳／愛知県／既婚／フルタイムワーク）
・最近は自転車での事故が多発している為格安で入れる傷害保険があるので機会があれば加入したいと思っている所。（43歳／東京都／既婚／
パート・アルバイトワーク）
・自転車に乗る人が多い町に住んでいるため、自転車事故は身近に起きうると思うから。（37歳／東京都／既婚／パート・アルバイトワーク）
・万一に備えたいと感じています。しかし、保険料をこれ以上上げたくもないのですが。（40歳／神奈川県／既婚／パート・アルバイトワーク）・万一に備えたいと感じています。しかし、保険料をこれ以上上げたくもないのですが。（40歳／神奈川県／既婚／パート・アルバイトワーク）
・子どもを載せて自転車に乗っていて危ないと思うことが時々あるので。（29歳／大阪府／既婚／専業主婦）
・最近よくすすめられるので気になり色々勉強をはじめました。もらい事故なども多く裁判で1億近く賠償したケースも耳にしたので。（38歳／東京都／
既婚／フルタイムワーク）

【加入したくない理由】

・自転車に乗る機会を減らし 歩く事を増やそうと考えているため（48歳／兵庫県／既婚／パート・アルバイトワーク）
・あまり詳しい知識がないのでどちらとも言えないが、あえて選ぶなら加入したくないになりました。（21歳／福岡県／独身／そのほか）
・必要だとは思うが滅多に乗らないので、保険に使うお金が無駄に感じてしまうから。（67歳／愛知県／既婚／パート・アルバイトワーク）
・通勤のみ使用で5分くらい裏道ばかりを走るので、必要を感じない。（57歳／埼玉県／既婚／パート・アルバイトワーク）
・毎月支払う保険料が馬鹿にならないし、そもそも自転車で事故を起こすことはないと思っているので。 （41歳／岡山県／独身／フルタイムワーク）
・保険に入らないとカバーできない位の金額が発生するのか分からないから。（42歳／神奈川県／既婚／パート・アルバイトワーク）
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・いまはほとんど乗らないので必要ないと思う（32歳／京都府／既婚／パート・アルバイトワーク）
・子供がおおきくなったら考えるかもしれないが、リスクが低いと思うので。（40歳／岡山県／既婚／パート・アルバイトワーク）
・高そう。自分の怪我もカバーしてくれるなら考える。 （44歳／東京都／既婚／専業主婦）
・もしものことを考えると入ったほうがいいとわかるけど、そこまで毎月お金をかけるのは難しい...。（25歳／千葉県／独身／そのほか）



調査期間： 2015.07.30～08.02
調査方法： リビング新聞公式ウェブサイト「リビングＷｅｂ」にてWEBアンケート
集計数 ： 女性711人 平均年齢：44.40歳

女性（2015年/全国）
「自転車についてのアンケート」

Ｑ１２．自転車の交通マナーについて、知りたいと思うことや、悩みがあれば教えてください。※ＦＡより抜粋

・6月から自転車の交通ルールが変わったけど、歩道ではなく、車道を走ることに危なさを感じています。（44歳／埼玉県／既婚／フルタイムワーク）
・いくら法律を強化しても、取り締まりが甘ければ意味はない。 少しでもマナー違反していたなら、即刻警告、悪質なら即刻逮捕して厳罰してほしい。 自転車にのらない人からしたら、
本当に自転車のマナーは悪い人ばかりだから。（30歳／東京都／独身／パート・アルバイトワーク）
・イヤホン(音楽を聴く)しながら自転車に乗る学生が多いのが困ります。（38歳／広島県／独身／そのほか）
・これを機に子供の頃から徹底的に教える場所を設けて頂けると良いのですが。（40歳／神奈川県／既婚／パート・アルバイトワーク）
・まだまだマナーを守る人が少なすぎる。 歩道を歩いている通行人のほうが自転車に邪魔者扱いをされている。（47歳／大阪府／既婚／フルタイムワーク）・まだまだマナーを守る人が少なすぎる。 歩道を歩いている通行人のほうが自転車に邪魔者扱いをされている。（47歳／大阪府／既婚／フルタイムワーク）
・まだまだ周知されていないので、もっと情報を提供して欲しいです。 アニメみたいにして子供にみせられるようにしたり・・・・（44歳／栃木県／既婚／専業主婦）
・まだまだ歩道で自転車を乗っている人が多い。 年配の方や、子供を乗せている人は理解出来ますが、学生がすごいスピードで坂道を集団でおりてくるのは、レースみたいで怖いで
す。 自転車通学を許可している高校は、自転車マナーも徹底させてほしいです。（39歳／北海道／既婚／専業主婦）
・もっと学校や地域で交通マナーを教えてほしい。歩道をどうどうとスピードを出して走っているので危ない。警察も取締りを強化してほしい。（49歳／滋賀県／独身／パート・アルバイト
ワーク）
・ルールを徹底させてほしい。法律ばかり優先されて理解されていない現状との乖離がはがしい。免許がないだけに皆さん適当。（51歳／神奈川県／既婚／フルタイムワーク）
・一度、きちんと講習を受けたい（44歳／神奈川県／既婚／そのほか）
・学生が数人で並走していたり、角でも止まらないなどマナーが悪く、学校などで講習を受けさせるべきだと思う。（57歳／埼玉県／既婚／専業主婦）
・学生のマナー向上が一番だと思いますね。 学生に言わせれば、おばさんの横暴な運転をどうにかしてほしい～と言われそうですが。（42歳／熊本県／既婚／専業主婦）
・競技用の自転車族のマナーも悪いのでなんとかしてほしい。 大きな声で「どけ」とよく言われる。（50歳／兵庫県／既婚／フルタイムワーク）
・交通マナーについて意識して行動している人とそうでない人のバラつきが大きいので教育が必要だと思います。（30歳／東京都／既婚／フルタイムワーク）
・講習会を開いてほしい。知らないルールとかもあるだろうし、きちっと勉強しておきたい。（47歳／兵庫県／独身／フルタイムワーク）
・今まで好き放題してきた人が急にマナーを守れるのか難しいと思います。そのあたりどうやって周知させていくおつもりなのか知りたいです。自動車みたいな免許制にして講習が強・今まで好き放題してきた人が急にマナーを守れるのか難しいと思います。そのあたりどうやって周知させていくおつもりなのか知りたいです。自動車みたいな免許制にして講習が強
制されるとかでないと難しそうなきがします。（46歳／大阪府／既婚／専業主婦）
・最近スマホや音楽を聴きながらの運転をしている人がすごく多いので厳しく取り締まって欲しい。（30歳／大阪府／独身／パート・アルバイトワーク）
・子どもにどう自転車のマナーを教えるか。理論上ではなく、乗りながら教える方法を知りたい。（44歳／東京都／既婚／専業主婦）
・子どもの自転車マナーの注意点と教え方を知りたいです。（38歳／埼玉県／既婚／パート・アルバイトワーク）
・子供達に、どのようにルール、マナーを教えるべきか、また何歳から理解するものか（36歳／愛知県／既婚／フルタイムワーク）
・自転車が車道を走るのがずっと怖いとおもっている。（67歳／大阪府／既婚／パート・アルバイトワーク）・自転車が車道を走るのがずっと怖いとおもっている。（67歳／大阪府／既婚／パート・アルバイトワーク）
・自転車が走りやすい道路を整備してほしい（37歳／神奈川県／既婚／専業主婦）
・自転車でマナーが悪い人は一部。最近は歩行者の方が何人もふつうの道路で携帯を見ながら歩いていたり、特に横断歩道で危険に感じることが多いです。（36歳／大阪府／既婚
／フルタイムワーク）
・自転車を購入する際に、交通ルールやマナーなどが一まとめになった冊子を強制的に配布してはと思います。（38歳／東京都／既婚／フルタイムワーク）
・自転車教室に親子で参加しましたが、周りがまだまだ無知なことに不安を感じました。子供は楽な方に流されます。周りの大人からまずお手本にならなければいけないと思います。
（36歳／神奈川県／既婚／専業主婦）（36歳／神奈川県／既婚／専業主婦）
・自転車専用道路をもっと 普及してほしい（44歳／大阪府／既婚／パート・アルバイトワーク）
・自転車道を歩く人がいるので、通れなくて困る。 歩行者も指導がいるのでは？（47歳／兵庫県／既婚／パート・アルバイトワーク）
・自分がルールを守るだけでなく、被害者にならないためにちゃんと知識を持っておくことは必要だとおもいます。自転車・交通ルールの教習などを地域や学校などで機会を設けてほし
いです。運転者だけでなく、歩く人もルールをわかって、意識を高めていくというのが、遠いようで近道なのだと思います。（30歳／千葉県／既婚／フルタイムワーク）
・車道も歩道も走行するのが危険な場所が結構多いと感じる（32歳／京都府／既婚／パート・アルバイトワーク）
・車道を走っているとき、自転車専用のレーンに車が駐車していて大きく道路にはみ出るときがあり、後ろからくる車からはクラクションを鳴らされて、危険な思いをします。自転車専用
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レーンができたことにより、路上駐車がしやすくなったように思います。（42歳／埼玉県／既婚／専業主婦）
・取り締まりをしているのを一度も見ていないので近所でもたくさん 傘をさしていたり、スマホいじっていたり、音楽を聴きながら自転車に乗っている人達を毎日見かけているのでもっと
取り締まりを強化してほしいなと思っています（40歳／埼玉県／既婚／専業主婦）
・道路が狭いところや危ないところなど、自転車が走りにくいところも多い。ルールを厳しくするなら、インフラ整備もしてほしい。（31歳／千葉県／既婚／そのほか）
・老人の交通マナーの悪さが目立ちます。「自分は弱者であるから何をしても許される」意識が強すぎます。（48歳／千葉県／既婚／専業主婦）


